
山
川
日
明
の
活
用
、
引
働
環
ぬ
の
熊
尚
人
λ

一
仁
も
過
一
斉
で
は
な
い
。
一
ル
連
設
の
要
望
は
年
々
出
ま
っ
て
き
rL
↑
合
、
そ
の
同
州
首
キ
ロ
次
に
応
い
一
/
」
共
涛
一

十
七
一
生
育
に
よ
り
労
訓
カ
の
確
保
が
一
は
か
一
も
は
や
議
凶
の
段
附
で
付
江
ぐ
一
日
一
実
一
い
ま
す
。
ま
た
水
泳
プ
ル
は
ぷ
し
み
一
金
の
支
払
い
を
受
け
る
制
府
庁
J

町
、
こ
れ
一

一

る

。

一

践

、

一

v
m
w
府
立
あ
り
、
将
来
の
問
題
で
は
ト
な
が
ら
利
用
予
一
z
J
y
u
-
-
一五一イ体育の

ma一
一
に
川
山
、
す
る
挽
金
は
、
ー
一
ド
ロ
ケ
一
つ
ノ
ム
当
た
一

一

「

突

す

す

む

に

こ

れ

か

ら

必

需

法

制

に

一

芯

く

ム

「

日

必

問

題

で

あ

る

こ

と

昌

三

の

施

設

と

し

て

釦

E
号
子
川
但
C

れ
す
わ
一
号
車
一
慣
に
共
済
掛
会
十
毒
素
じ
一

一
彰
一
一
円
訓
練
等
研
一
れ
じ
勘
定
窓
刊
主
的
一
人
、
口
ト
の
白
山
雪
之
紅
え
信
お
一
一
肝
に
銘
じ
、
そ
の
い
瓦
仙
川
実
加
に
全
尚
一
2

に
と
り
ー
す
で
に
設
釘
し
一
一
一
し
い
る
新
一
て
計
算
し
ー
民
か
ホ
二
。
一
%
と
慶
一

一
高
揚
す
る
と
と
も
に
、
開
活
を
す
す
一
ょ
う
比
ヘ
早
汽
代
ぶ
一
柄
引
最
善
互
工
業
関
係
者
の

N
2
1が
必
要
で
一
京
中
、
団
法
、
南
久
米
小
な
ど
の
一
家
主
一
じ
・
九
%
を

nvhも
り
で
一

一

め

る

た

め

の

人

科

の

育

成

一

三

ほ

か

る

一

強

力

l

一
三
め
て
行
か
な
け
れ
ば
、
危
機
一
あ
ふ
一
o

」
と
符
市
ぽ
結
ん
で
い
ま
す
。
一
間
交
み
て
も
明
ら
か
で
す
。
一
す

η

一

円

以

令

労

働

条

件

の

改

吉

、

巾

高

年

一

に

お

ち

い

り

悔

号

千

歳

に

残

寸

/

一

い

ト

っ

一

一

地

γ

恒
三
は
こ
の
紙
会
に
幼
児
、
一
「
低
学
一

i

一

↑

l

l

l

一年に
J

内
利
用
で
き
Y

ぺ
魚
川
プ
ル
も
何
一
恩
給
a

扶

助

料

担

一

一

台

一

月

1
1主
で

ぶ

一

一

一

日

明

日

目

r刊
誌

害

時

一

日

比

一

日

一

日

司

i家
屋
一

一

の

増

強

を

は

か

る

。

↑

一

川

そ

の

出

選

挙

人

名

簿

に

登

議

さ

れ

一

森

山

の

岡

油

開

設

と

、

代

道

腕

設

卓

也

常

時

一

修

理

門

、

冠

婚

葬

祭

習

な

ど

の

消

費

資

一

一

句

農

産

業

の

一

軍

一

新

有

権

者

な

ど

戸

J

登
録
一
て
い
午
い
人
一
町
の
岡
水
道
工
事
山
古
川
白
い
施
工
中
一
台
充
て
る
こ
と
の
で
き
心
、
恩
給
や
一

一

需

要

構

造

の

変

化

や

立

地

特

注

一

二

E国
語
、
市
役
所
本
庁
と
一
で
す
o

i

l

-

-

一
品
目
担
保
貸
付
出
一
言
で
一

一

21号
、
適
正
主
世
一
三
喜
一
新
し
く
満
二
十
歳
に
な
っ
た
新
信
川
住
所
移
転
さ
葉
市
に
引
き
続
き
一
連
絡
所
の
窓
口
に
用
意
し
て
J

守

一

一

し

ょ

主

。

一

一

一

内

容

の

一

研

害

す

す

J

二

三

一

李

住

所

移

転

者

等

に

つ

い

て

は

、

巾

一

三

カ

月

以

上

注

ん

で

い

雲

(

こ

一

ま

す

一

人

権

擁

護

霊

一

国

民

金

融

公

庫

は

そ

の

君

主

一

一

』

一

器

の

開

発

や

語

規

模

の

都

大

一

レ

山

に

よ

っ

て

一

一

一

円

、

六

月

、

九

月

、

一

と

し

旦

ハ

丹

百

ま

で

に

本

市

に

ご

叩

し

凶

に

は

、

必

ず

曜

が

い

り

一

員

に

臨

ぺ

E

一
司
書
保
に
貸
付
が
待
望
一
〈
い
る
一

一

業

部

門

〉

一

配

さ

「

す

o

進

展

す

守

安

台

以

D
M浸
食
一
は
か
る
む
一
販
売
体
制
の
一
確
立
な
レ
作
業
の
1

i

T

一

一

同

の

年

四

回

、

華

人

署

長

一

住

所

を

移

し

、

以

後

引

き

ち

ぎ

日

一

ま

す

一

L

一
陥
万
金
融
皇
子
。
公
庫
は
政
府
一

一
言
の
商
工
業
は
、
国
道
の
撃
を
一
遅
れ
な
い
よ
う
に
、
向
と
V
手
書
た
一
王
子
園
の
重
一
化
を
は
か
る
。
一
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
一
し
お
り
ま
す
。
一
ん
で
い
る
人
)
た
だ
し
、
一
一

2

一
八
月
一
日
号
、
雲
大
臣
官
」
の
機
関
で
す
か
ら
巾
善
戦
や
調
査
一

一

H
H
U
F
F
-ば

な
芝
い
こ
と
は

1
ク

ゴ

沼

山

一

同

日

一

一

日

開

計

一

芸

品

目

れ

昨

日

J

i

?り
1
5
i問
一

山

耕

一

一

州

市

円

一

間

一

一

一

町

一

一

一

日

一

一

1

1
ハ
み
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
閉
鎖
一
こ
れ
を
打
開
す
き
J

お
の
振
興
開
発
一
光
同
地
、
駐
車
場
、
パ
ス
タ
1
ミ

ナ

一

を

す

す

ダ

ァ

ベ

一

門

一

一

一

一

一
軒

11m存
さ
れ
て
い
る
わ
け
一
塁
在
、
農
林
業
の
開
発
車
心
と
一
む
住
宅
聖
書
核
の
形
成
と
マ
一
空
間
誘
致
促
進

1
7
L三

る

九

月

一

日

は

い

}

の

望

八

一

一

日

間

止

ド

ζ
毛

市

求

は

窓

口

へ

一

四

、

一

古

川

待

問

一

呂

田

日

比

一

h
品
川
町
十
日
時

h
H
r日一

τい
を
え
な
っ
て
い
ま
す
。
売
れ

7
る
農
薬
物
の
加
工
品
連
産
業
の
一
人
プ
ミ
尽
く
土
地

1
1日
三

一

フ

ン

に

三

土

U
一
言
録
の
申
出
期
日
に

J

め

た

り

ま

す

一

十

!

一

d

一
上
白
ん
で
い
天
国
っ
て
い
一
む
ま

2
c裂

く
だ
さ
い
。
一

行
き
の
歪
悔
や
在
庫
高
の
沼
利
、
売
上
一
発
可
観
光
開
発
と
ペ
ノ
ト
タ
ワ
ン
の
一
計
画
の
樹
一
と
そ
ぴ
江
主
を
ほ
一
カ
る
一
ォ
γ
L間ア」
7
て
る
と
T
r
a
L

地

一

の

で

、

次

に

該

当

す

ゐ

か

た

は

早

同

に

一

一

一

一

一

昨

日

目

立

石

川

一

内

い

れ

じ

誌

は

ヰ

品

目

の

下

百

Z
L師

H
F
M
i詰
1裏
目

[

七

日

自

在

ヨ

五

日

H
4引軒
五

斗

れ

の

あ

ら

h

一

一
明
日
済
の
中
で
他
地
ほ
と
の

E
E
L
-「
。
一
工
ど
魅
力
あ
る
商
底
と
す
る
た
め
の
一
警
選
れ
す
る
一
川
日
本
国
民
主
阿
二
十
歳
一
」
達
し
た
一
き
ま
す
。
草
で
き
詰
戸
、

ffL
一
去
で
き
る
五
話
。
っ
ち
』

τ言
は
無
料
で
、
民

p
l
一
言
付
限
度
l

露

起

業

の

ご

石
余
儀
な
く
さ
れ
長
一
ド
は
な
い
を

-
j光
商

業

の

推

進

一

/

の

近

を

す

す

め

る

o

一
奨
励
童
書
言
。
一
者
一
円
二
十
一
二
年
九
月
一
百
ま
一
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
霊
山
一
三
五
年
一
次
の
よ
つ
な
需
主
期
間
が
あ
れ
ば
一
て
く
れ
ま
す
。

τに
一
文
給
さ
れ
る
額
の
一
一
一
年
分
以
内
一

一
思
わ
れ
ま
す
o

一

日

産

活

J
薮

、

自

然

共

同

佑

J
)

ボ
ラ
ン
タ
リ
一
一
望

3
続

一

で

に

生

ま

れ

た

お

)

一

方

一

過

ぎ

る

と

時

効

に

よ

っ

て

円

相

主

主

そ

れ

だ

け

譲

で

さ

期

間
J

の

ぴ

る

一

一

で

一

一

一

寸

万

円

が

限

号

室

使

干

一

一

1

h

i

l

l

-

-

ー

ト

I
H
I
l
l
-
-
1
1
N川
山

一

こ

と

に

な

り

手

。

一

農

作

物

共

済

一

事

業

喜

一

ほ

か

警

曹

三

一
受
給
停
止
制
閣
は
⑤
一
定
額
の
所
得
一
一
修
理
費
、
借
金
返
済
資
冠
照
葬
祭
費
一

一

農

業

関

係

開

拓

し

て

、

み

か

ん

を

一

尋

作

固

と

件

が

よ

い

と

い

う

乙

と

は

で

き

ま

ザ

事

業

所

長

置

、

守

千

万

円

で

約

束

さ

れ

て

い

る

の

で

す

。

一

か

あ

る

た

め

に

受

給

制

限

を

受

け

た

周

一

一

部

か

ね

る

一

な

ど

の

主

任

事

も

よ

い

。

高

一

一

7
1
の
市
職
員
数
し
た
進
出
削
の
造
成
に
取
り
組
む
ζ

ん

。

一

一

一

去

を

進

め

て

い

三

九

示

年

肢

か

事

業

学

逗

め

て

い

る

若

い

農

九

三

人

一

間

(

回

他

の

年

金

(

公

的

年

金

)

が

一

定

一

一

息

l
空
完
f

日
以
J

語
六
間
一
)
貸
一

一

じ

が

一

色

、

乙

の

と

に

な

り

泊

三

十

九

年

に

指

定

か

国

一

忘

年

間

六

億

七

位

円

の

規

模

び

と

が

、

ヒ

ト

2か
が
す
そ
一
額
を
こ
え
る
た
め
に
受
給
制
限
を
受
げ
一
聖
書
事
業
の
う
ち
先
物
共
一
付
の
と
き
に
は
、
利
患
を
さ
し
ひ
か
一

一

明

僻

ほ

ど

徳

岡

山

h

に

申

請

、

今

年

貯

金

吾

工

に

な

り

ま

し

で

施

工

さ

れ

る

見

込

み

で

、

約

印

刷

四

計

四

在

説

明

す

る

の

を

聞

き

な

が

た

期

間

ー

を

い

い

止

す

ハ

一

済

(

水

稲

・

ぎ

の

キ

ロ

グ

ラ

ム

当

た

一

な

い

。

マ

連

帯

保

証

人

l
一
名
以
上
一

一

臨

山

い

の

匪

阻

町

民

一

に

。

十

八

年

度

に

は

事

業

が

完

?

レ

、

こ

ら

、

日

心

不

未

来

を

霊

的

に

切

り

一

一

り

心

共

目

撃

が

本

年

度

分

か

ら

か

わ

り

一

家

族

に

適

当

な

か

だ

が

あ

れ

は

、

三

一

般

未

諸

市

恩

給

合

t

の

署

員

奇

数

百

年

雪

面

白

聞

い

て

い

こ

っ

と

す

る

情

芝

ひ

し

一

k
示
。
フ

l
レ
ζ

一

ま

し

た

。

一

族

の

か

だ

の

保

幸

も

さ

し

っ

か

え

一

一
事
-
仁
三
一

f
z
ッ

i
新

た

に

道

院

と

を

一

で

て

生

ま

れ

お

さ

と

が

ひ

し

と

感

じ

ま

し

た

。

一

y

i

l

i

一

と

れ

ま

で

の

キ

ロ

グ

一

フ

ム

当

た

り

の

一

表

。

一

一

H
t
t
c乱
用

水

施

設

i

1

1

i

i

-

者

正

一

共

済

重

二

十

日

十

円

に

改

F
i
j
i
-
u
J一

一

ッ

ザ

宮

前

村

)

の

同

事

者

山

林

を

開

発

し

て

九

一

推

進

委

員

会

一

つ

kyど
)

結

成

一

一

平

野

小

と

取

…

川

川

1A川ニ一

τれ、災
善
告
浄
裏
受
け
誌
た
湯
警
合
の
皇
支
払
禁
共
済
ぷ
一
蒜
…
削
附
川
品
刈

tkぷ一

ル
一
=
ロ
蜘
慨
実
施
張
状
況
華
を
百
雪
へ
コ3三ZL
ヲと:ノ二三Hケ「川[
l
ルおの農量地がをろうつく

8り
、

一

国

。

県

宮

一

一

一

一

一

ヤ

業

進

り

る

一

一

一

定

、

今

ま

で

よ

主

一

割

以

上

増

額

に

お

号

沿

川

島

一

宮

-

-

異

い

し

ま

し

あ

わ

ぜ

て

院

内

に

あ

る

百

=

干

へ

一

一

一

市

で

は

本

語

、

平

野

小

学

校

」

な

り

ま

す

。

し

た

が

っ

て

?

翼

一

f

0

4

4

0

〉
七
一

ト

一

:

白

岩

た

。

ク

タ

ー

ル

の

農

地

に

か

ん

が

い

壁

一

大

洲

市

に

お

い

て

も

現

在

、

聖

胞

を

め

ざ

し

て

、

右

翼

ハ

と

に

↑

一

川

小

学

校

疑

似

プ

止

を

急

設

す

る

一

語

審

危

険

恒

三

L
応

じ

て

な

江

r
M
W川
川

3
山川一一

ロ

一

所

士

山

m

d製
:

ご

参

考

ま

が

完

備

し

、

み

か

ん

島

の

注

目

一

円

一

あ

げ

一

三

大

置

な

農

地

造

成

豪

華

関

係

農

家

の

か

だ

が

か

一

年

心

と

一

一

こ

」

に

な

れ

九

七

月

に

工

事

契

約

喜

一

「

農

家

負

担

自
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く
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叩
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の
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と
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す
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に
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佐
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、
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収
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収
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融
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が
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を
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光
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光
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光
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光
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と
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古
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右
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が
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近
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光
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史
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